
暦の上では節分、立春と始まった２月でした

が、やはり雪が降りましたね。しかも衆議院選

挙の投票日の８日でした。予報はされていたの

で期日前投票に行かれた方も多かったのではな

いでしょうか。 

まだまだ寒さが続き、インフルエンザも流行

っているようです。うがい、手洗いに加え、湿

度にも気を付けてお元気にお過ごしください。 

【訃報】 

会員の重田幸子様が２月１３日にご逝去されま 

した。在りし日のお姿をしのびつつ、心から 

ご冥福をお祈りいたします。 

 

＜３月定例会＞ 

日時：３月２日（月）１３：３０～１５：３０ 

   会場：我孫子南近隣センター 調理室 

＜４月定例会＞ 

日時：４月６日（月）１３：３０～１５：３０ 

会場：我孫子南近隣センター 第１会議室 

 

第５０回我孫子市消費生活展 

～大盛況で終了～ 

 ２月７日～８日、市民プラザで我孫子市消費

生活展を行いました。我孫子市消費者の会から

２日間で延べ人数３３名がスタッフとして活動

してくださいました。当日足を運んでいただい

た皆様もありがとうございました。 

 当初、雪の予報のため来場者数は期待できな

いと誰もが思っていましたが、何と７日は３８

２名、８日は３５０名、合計７３２名の来場者

となり、嬉しい驚きでした。 

 その理由は、消費生活展の奥の部屋が投票所

だったからです。7 日（土）は期日前投票が始ま

る前から７０～８０人もの人が並び、列は午後３

時半ごろまで同じ状態でした。８日（日）は７日

ほどではありませんでしたが、３０～４０人ほど

が並び続けました。 

 「お時間がありましたら、こちらにもお立ち寄

りください」の呼びかけとショッピングプラザ出

入り口でのチラシ配布が功を奏しました。 

テーマ「持続可能な社会を目指して～子どもたち 

 に明るい未来を～」 

当会の団体テーマ「こどもたちをまんなかに」 

 

 

 

 

 

 

 内容は、パンフレットを配布しましたのでご覧

ください。（なお、部数に限りがあるため、すでにお持

ちの方には配布されませんのでご了承ください。） 

 

消費者庁からの注意喚起 

昨年12月以降、電気のトラブルが生じた消

費者が、インターネット検索で見つけた電気工

事業者に復旧を依頼したところ、不要な電気工

事を実施され、数十万円の料金を請求された、

という相談が各地の消費生活センター等に数

多く寄せられています。消費者庁が調査を行っ

たところ、新日本電工と称する事業者が、消費

者の利益を不当に害する等のおそれがある行

為を行っていたことを確認したため、情報を公表

し、消費者の皆様に注意を呼びかけています。 

    

 我孫子市消費者の会             
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講演会のご案内 

～満蒙開拓団の史実と尊厳の回復～ 

日時：3月２８日（土）１４：３０～16：30 

講師：松原文枝さん（映画「黒川の女たち」監督） 

参加費：７００円  

先着：２００名 事前申し込みは不要 

＊映画「黒川の女たち」のダイジェスト版を見

ていただいた後でご講演をいただきます。 

 

「黒川の女たち」概略（公式サイトより） 

80 年前の戦時下、国策のもと実施さ

れた満蒙開拓により、中国はるか満洲

の地に渡った開拓団。日本の敗戦が色

濃くなる中、突如としてソ連軍が満洲

に侵攻した。守ってくれるはずの関東

軍の姿もなく満蒙開拓団は過酷な状

況に追い込まれ、集団自決を選択した

開拓団もあれば、逃げ続けた末に息絶

えた人も多かった。そんな中、岐阜県

から渡った黒川開拓団の人々は生き

て日本に帰るために、敵であるソ連軍

に助けを求めた。しかしその見返りは

女性たちによる接待だった。ソ連軍に

差し出された女性は１５人。  

敗戦から１年、黒川開拓団の人々は

帰国した。しかし、帰国した女性たち

を待ち受けていたのは差別と偏見の

目。身も心も傷を負った女性たちの声

はかき消され、この事実は長年伏せら

れてきた。だが、黒川の女性たちは手

を携えた。  

２０１３年満蒙開拓記念館で行わ

れた「語り部の会」で性暴力にあった

ことを公の場で明かした。  

戦後７０年余、黒川の鎮守の森に碑

文が建てられ、その歴史が公に刻まれ

ることとなった。  

過去に向き合うこと、それは尊厳の

回復にもつながることだった。  

 

エシカル消費って？ 

エシカル（※）消費とは、地域の活性化や雇用な

どを含む、人・社会・地域・環境に配慮した消費

行動のことです。 

 私たち一人一人が、社会的な課題に気付き、日々

のお買物を通して、その課題の解決のために、自

分は何ができるのかを考えてみること、これが、

エシカル消費の第一歩です。 

（※）エシカル＝倫理的・道徳的 

◆人・社会への配慮 

・フェアトレード認証商品 

・売上金の一部が寄付につながる商品 

・障がい者支援につながる商品を選択するなど 

◆地域への配慮  

・地産地消 

・被災地で作られたものを購入することで被災地  

を応援する 

・伝統工芸品を購入する など 

 

◆環境への配慮 

・エコ商品を選ぶ 

・お買物の時にレジ袋の代わりにマイバッグ使用 

・資源保護の認証がある商品や CO2削減の工夫を  

 している商品を購入する 

・マイボトルを利用する 

・食品ロス を減らす。 

・電球を省エネ LEDに交換する 

・地域のルールに沿ったゴミの分別を徹底する等 

◆みんなで支えあう社会へ 

・買いだめ、買占めをしない 

・必要なものを必要な分だけ購入する 

・今のことだけを考えず、未来への影響を考える 

・社会的課題に目を向ける 

・自分のことだけを考えず、相手のことを考えて 

行動する 

・ユニバーサルデザイン（誰もが使いやすい設計）、 

・ダイバーシティ（多様性の尊重等）など 

            （消費者庁HPから） 

 


